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新型コロナウイルス感染防止に向けた職員の行動指針 

 

職員の皆様には、新型コロナウイルスの感染拡大防止について日々対応していただいている事、心より感謝 

いたします。国は、『社会福祉施設等が提供する各種サービスは、利用者の方々やその家族の生活を継続する

上で欠かせないものであり、十分な感染防止対策を前提として、利用者に対して必要な各種サービスが継続的

に提供されることが重要である』としています。 

今、日本各地で急激に感染が拡大しておりますが、優樹福祉会においては感染症対策に万全を期すため、継続

して下記の通りの取り組みの徹底をお願いいたします。 

 

１．基本方針 

（１）日常的に、人との間隔をできるだけ２ｍ（最低１ｍ）空け、咳エチケットや手洗いなどの基本的な感

染症対策を徹底する。 

（２）次の３つの条件(３密)が重なることを徹底的に回避するよう心がけて行動する。 

①換気の悪い密閉空間 

②多数が集まる密集場所 

③間近で会話や発声をする密接場面 

２．具体策 

（１）勤務上の注意点 

○感染防止対策と熱中症対策の両立を図る。 

○定期的な手指洗い・手指消毒を徹底する。 

○共有する物品は定期的に消毒する。 

○マスク着用を徹底する。 

（ただし、熱中症対策にも留意し、人との距離を置いてマスクを外すことも必要） 

○職場の換気を定期的に行う。 

○ごみを回収する際、鼻水や唾液などがついたごみがある場合にはビニール袋に密閉する。回収する職員は

マスクや手袋を着用し、作業後に手洗いを徹底する。 

○発熱、咳、全身の倦怠感等風邪様の症状がみられる場合は、出勤せず管理者に連絡するとともに「帰国者

接触者相談センター（0120－567－747）」に連絡し指示を仰ぐ。状況は常に管理者に報告する。 

管理者は状況を把握し本部に報告する。 

○業務上やむを得ず各種会議や研修等に参加する場合、マスク着用及び手指消毒を徹底し３密をできるだけ回避す

るなど感染拡大防止対策を講じる。 

○日本国内において感染者数や死亡者数が増加していることから出張等は自粛する。 

やむを得ず、都道府県をまたぐ移動や継続して感染者が多数発生している地域に移動した場合は、移動後２

週間は体調管理を行う。体調の変化があった場合は、職場に連絡し、必要な対応を行う。行動は詳細に記録

しておくこと。 



〇マスクを外しての食事は場所を分散することが望ましいが、利用者等の支援にかかる場合は十分な換気や

仕切り等を設置するなどの飛沫感染対策を徹底する。 

○管理者は、職場における感染防止対策を徹底するため、事業所の実情に応じて感染防止のための対応を行う。ま

た、職員・利用者に発熱、咳、全身の倦怠感等風邪様の症状がみられる際は、自宅待機させ相談センターに連絡し

指示を仰ぐ。 

○感染拡大防止のため、事業所で行う飲食を伴う歓送迎会、慰労会、暑気払い等については開催しない。 

 

（２）日常の注意点 

○換気が悪く人が密に集まるような感染リスクの高い場所への出入りは避けるなど、福祉に携わる職員とし

て節度と責任のある行動をとるように心がける。 

○石鹸・アルコール消毒による手洗い・咳エチケットを励行し、感染症の予防と健康管理に十分努める。 

○人との間隔をできるだけ２ｍ（最低１ｍ）空け、近距離での会話や大声での発声を控える。近距離での対

応が必要な場面が生じた場合は、飛沫を飛ばさないよう、マスクの装着を徹底する。 

○十分な睡眠、適度な運動やバランスのとれた食事を心がける。 

○一堂に会して飲食を行う長時間の会食等は、当分の間、自粛する。 

○訪問先の感染状況を十分把握し、首都圏や北海道、その他継続して感染者が発生している地域へ往来する

場合には、十分な感染防止対策を講じ行動すること。 

私的な移動であっても、東京、千葉、埼玉、神奈川方面または、感染が増加している地方へ出かける場合

は、管理者へ報告し、マスク着用など感染防止対策を徹底し慎重に行動する。移動については詳細な行動

履歴を記入し、必要に応じて提出する。 

○万一、罹患又は罹患が疑われる際には、過去（特に直近 14 日間）の行動が重要であり、保健所等から聞き

取りが行われるので、日常の行動を記録すること。 

 

 

※『発熱等症状がある場合』  県の帰国者・接触者相談センター  ☎ ０１２０－５６７－７４７ 

 

※『県の対策や予防法、心配事などの相談』福島県一般相談（コールセンター）☎０１２０－５６７－１７７  

 

※『こころの相談窓口』（福島県精神福祉センター）☎０２４－５３５－５５６０ 

 （感染症の流行や長期的な自粛でストレスや不安を感じている方の心の健康についての相談受付） 

 

※参考 ： 『新しい生活様式』の実践例 

      『熱中症を防ぐためにマスクを外しましょう』 他 

 

 

 


